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こ
の
事
業
は
、
「
国
の
歴

史
と
向
き
合
ひ
、
英
霊
に
対

し
て
赤
誠
の
心
を
捧
げ
、
戦

跡
の
巡
拝
を
お
こ
な
ふ
中

で
、
日
本
人
と
し
て
自
国
を

誇
れ
る
歴
史
観
を
養
ひ
、
確

か
な
国
家
観
を
備
へ
た
人
材

育
成
を
お
こ
な
ふ
」
こ
と
を

目
的
に
実
施
。
同
協
議
会
が

平
成
十
九
年
か
ら
お
こ
な
っ

て
ゐ
る
事
業
に
、
今
回
初
め

て
同
財
団
が
共
催
し
た
。

硫
黄
島
は
、
東
京
か
ら
南

方
約
千
二
百
五
十
�
に
位
置

す
る
、
東
西
約
八
�
、
南
北

約
四
�
の
離
島
。
昭
和
十
九

年
に
は
千
人
を
超
え
る
島
民

が
暮
ら
し
、
ハ
ー
ブ
や
砂
糖

黍
、
�
摩
芋
の
栽
培
な
ど
に

従
事
し
て
ゐ
た
が
、
戦
局
の

悪
化
に
伴
ひ
そ
の
多
く
が
本

土
に
疎
開
し
た
。
島
民
の
う

ち
成
年
男
子
百
人
以
上
は
軍

属
と
し
て
残
留
し
た
と
い

ふ
。米

軍
は
、
日
本
本
土
を
爆

撃
す
る
Ｂ
２
９
爆
撃
機
の
中

継
点
確
保
や
、
爆
撃
機
に
随

伴
す
る
護
衛
戦
闘
機
の
基
地

確
保
な
ど
を
目
的
に
硫
黄
島

に
進
攻
し
た
。こ
れ
に
対
し
、

栗
林
忠
道
陸
軍
中
将
率
ゐ
る

日
本
軍
は
総
延
長
十
八
�
に

も
及
ぶ
地
下
壕
を
掘
っ
て
抗

戦
。
昭
和
二
十
年
二
月
十
九

日
か
ら
一
カ
月
以
上
に
亙
っ

て
激
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
、

日
本
軍
の
戦
死
者
数
は
約
二

万
人
、
米
軍
は
約
七
千
人
に

上
っ
た
と
い
ふ
。

二
十
五
日
の
午
後
一
時
、

参
加
者
の
う
ち
希
望
者
が
東

京
・
�
國
神
社
（
�
川
康
久

宮
司
）
に
参
集
。
坂
明
夫
�

宜
が
講
話
を
お
こ
な
ひ
、
自

存
自
衛
の
た
め
日
本
が
戦
争

の
道
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
経
緯
や
、
同
神
社
の
祭

神
に
つ
い
て
、
約
三
十
分
に

亙
っ
て
語
っ
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
埼
玉
県

入
間
市
に
移
動
し
、
市
民
会

館
で
結
団
式
を
開
催
し
た
。

ま
づ
、
同
協
議
会
国
民
主
権

確
立
委
員
会
の
新
井
文
人
委

員
長
が
事
業
の
趣
旨
を
説
明

し
た
の
ち
、
主
催
者
を
代
表

し
て
佐
藤
会
長
が
挨
拶
。「
本

土
防
衛
の
た
め
決
死
の
覚
悟

を
持
っ
て
硫
黄
島
を
守
ら
う

と
し
た
人
々
の
志
を
学
ぶ
こ

と
が
、
先
人
が
築
い
た
今
の

豊
か
な
社
会
を
生
き
、
こ
の

国
の
未
来
を
作
り
上
げ
る
私

た
ち
の
使
命
だ
」と
述
べ
た
。

引
き
続
き
お
こ
な
は
れ
た

訪
島
前
勉
強
会
で
は
、
海
軍

通
信
兵
と
し
て
硫
黄
島
の
戦

ひ
に
参
加
し
た
秋
草
鶴
次
氏

が
「
十
七
歳
の
硫
黄
島
」
と

題
し
て
講
演
。
自
身
が
十
七

歳
の
時
に
体
験
し
た
硫
黄
島

で
の
凄
惨
な
戦
闘
の
様
子
な

ど
を
滔
々
と
語
っ
た
。

最
も
近
い
海
岸
か
ら
約
二

百
�
に
位
置
し
、
南
西
部
の

�
鉢
山（
標
高
百
六
十
九
�
）

が
よ
く
見
え
る
陣
地
で
米
軍

の
上
陸
を
監
視
す
る
任
務
に

就
い
て
ゐ
た
と
い
ふ
秋
草
氏

は
、
そ
の
様
子
を
「
人
の
帯

が
押
し
寄
せ
、
海
岸
線
の
色

が
変
は
っ
て
い
っ
た
」
と
述

懐
。
戦
闘
が
始
ま
る
と
、
米

軍
の
激
し
い
攻
撃
を
受
け
た

陣
地
か
ら
鉄
兜
や
腕
が
飛
ぶ

光
景
が
見
え
た
と
い
ひ
、「
怨

恨
も
な
い
の
に
撃
ち
合
ふ
、

な
ん
で
、
な
ん
で
…
…
こ
れ

が
戦
争
な
の
か
」
と
当
時
の

思
ひ
を
静
か
に
語
っ
た
。

米
軍
上
陸
か
ら
九
日
後
、

照
明
弾
が
常
に
上
が
り
昼
か

夜
か
も
分
か
ら
な
い
な
か
、

秋
草
氏
ら
八
人
は
北
部
の
司

令
部
壕
へ
移
動
。
途
中
、
海

上
か
ら
の
艦
砲
射
撃
に
曝
さ

れ
な
が
ら
も
、
秋
草
氏
は
な

ん
と
か
地
下
壕
に
駆
け
込
ん

だ
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
負

っ
た
重
傷
の
た
め
三
月
二
十

六
日
の
総
攻
撃
に
は
参
加
で

き
ず
、
米
軍
の
捕
虜
と
な
り

終
戦
を
迎
へ
た
と
い
ふ
。

秋
草
氏
は
最
後
に
、
「
今

の
平
和
は
三
百
万
人
の
人
柱

が
担
保
に
な
っ
て
や
っ
と
作

っ
た
平
和
で
す
」
と
述
べ
つ

つ
、
「
皆
さ
ん
が
健
康
で
元

気
に
一
日
も
長
く
生
き
、
今

の
平
和
を
満
喫
す
る
。
こ
れ

が
戦
争
の
犠
牲
者
に
対
す
る

一
番
の
御
恩
返
し
で
す
」
と

語
っ
た
。

勉
強
会
の
後
に
は
懇
親
会

を
開
催
。
遺
族
や
そ
の
他
の

参
加
者
ら
が
親
交
を
深
め

た
。都

内
の
工
業
高
等
専
門
学

校
に
通
ふ
と
い
ふ
十
五
歳
の

少
年
は
近
現
代
史
に
興
味
が

あ
る
と
い
ひ
、
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単
に
情
報

が
手
に
入
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
か
つ
て
戦
場
だ
っ
た
場

所
を
実
際
に
自
分
の
目
で
見

て
、
当
時
の
人
達
の
思
ひ
を

感
じ
た
い
」
と
参
加
の
理
由

を
語
っ
た
。

翌
二
十
六
日
の
早
朝
、
航

空
自
衛
隊
入
間
基
地
を
Ｃ
１

３
０
輸
送
機
で
出
発
し
、
約

二
時
間
三
十
分
後
の
午
前
十

一
時
頃
に
硫
黄
島
に
到
着
。

滑
走
路
に
降
り
立
つ
と
生
暖

か
い
風
に
乗
っ
て
か
す
か
に

に
硫
黄
の
匂
ひ
が
鼻
を
突
い

た
。当

日
の
気
温
は
三
十
度
ほ

ど
と
、
覚
悟
し
て
ゐ
た
ほ
ど

の
暑
さ
で
は
な
か
っ
た
が
、

基
地
内
に
は
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
植
わ
っ
て

を
り
、
硫
黄
島
が
確
か
に
亜

熱
帯
の
気
候
に
含
ま
れ
る
こ

と
が
窺
へ
た
。

基
地
内
の
厚
生
館
で
昼
食

を
と
っ
た
後
、
一
行
は
バ
ス

三
台
に
分
乗
し
て
「
硫
黄
島

戦
没
者
の
碑
」
（
天
山
慰
霊

碑
）
に
移
動
。
慰
霊
碑
前
に

御
酒
、
菓
子
、
煙
草
な
ど
を

供
へ
、
慰
霊
式
典
を
実
施
し

た
。
式
典
で
は
、
両
主
催
団

体
と
遺
族
、
青
少
年
の
代
表

が
拝
礼
。
続
い
て
、
参
列
者

が
献
花
を
お
こ
な
っ
た
。

式
典
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が

持
ち
寄
っ
た
水
を
慰
霊
碑
に

か
け
、
当
時
、
真
水
の
確
保

に
苦
労
し
た
英
霊
の
御
霊
を

慰
め
た
。

そ
の
後
、
島
で
最
も
多
く

硫
黄
が
噴
出
す
る
と
い
ふ

「
硫
黄
ヶ
丘
」
や
、
栗
林
中

将
が
指
揮
を
執
っ
て
ゐ
た

「
兵
団
司
令
部
壕
」
の
場
所

を
示
す
道
標
な
ど
を
巡
り
な

が
ら
、
北
部
に
あ
る
「
海
軍

医
務
科
壕
」
に
移
動
。
�
び

て
朽
ち
た
水
筒
や
飯
盒
、
桶

な
ど
、
当
時
の
遺
物
が
残
さ

れ
た
壕
内
部
を
見
学
し
た
。

医
務
科
壕
は
、
大
人
が
充

分
に
す
れ
違
へ
る
ほ
ど
通
路

の
幅
や
高
さ
が
広
く
、
通
気

用
の
縦
穴
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
比
較
的
環
境
が
良
い
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
二
、
三

十
�
も
進
む
と
地
熱
に
よ
っ

て
サ
ウ
ナ
の
中
に
ゐ
る
や
う

な
息
苦
し
さ
を
覚
え
、
そ
れ

よ
り
先
へ
進
む
の
に
抵
抗
を

感
じ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

硫
黄
島
で
の
遺
骨
収
集
活

動
に
何
度
か
参
加
し
て
ゐ
る

と
い
ふ
遺
族
の
男
性
は
、「
医

務
科
壕
は
戦
跡
巡
り
用
の
施

設
だ
よ
」
と
表
現
し
、
そ
の

他
の
壕
の
環
境
の
苛
酷
さ
を

語
っ
て
ゐ
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
島
を
見

渡
せ
る
�
鉢
山
頂
上
、
米
軍

が
上
陸
し
た
南
海
岸
を
廻
り

自
衛
隊
基
地
に
帰
着
し
、
往

路
と
同
じ
輸
送
機
に
搭
乗
し

て
硫
黄
島
を
出
発
。
約
四
時

間
と
い
ふ
限
ら
れ
た
訪
島
時

間
の
密
な
日
程
の
た
め
か
、

帰
り
の
機
内
で
は
、
輸
送
機

の
大
き
な
振
動
と
轟
音
の
な

か
で
も
目
を
閉
ぢ
て
ま
ど
ろ

む
参
加
者
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
た
。

午
後
六
時
頃
、
入
間
基
地

に
到
着
し
た
一
行
は
市
民
会

館
に
移
動
し
、
夕
食
を
挟
ん

で
意
見
交
換
会
を
開
催
。
参

加
者
は
六
班
に
分
か
れ
、「
訪

島
前
後
の
『
国
を
想
ふ
気
持

ち
』
の
変
化
」
「
こ
の
国
の

歴
史
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
必
要
な
こ
と
」
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
合
っ
た

後
、
各
班
の
代
表
者
が
発
表

し
た
。

発
表
の
な
か
で
は
、
「
訪

島
を
通
じ
、
先
人
の
犠
牲
の

上
に
こ
の
世
界
が
成
り
立
っ

て
ゐ
る
こ
と
を
身
に
染
み
て

感
じ
た
」
と
い
ふ
感
想
や
、

「
今
後
も
引
き
続
き
若
い
世

代
に
訪
島
し
て
い
た
だ
き
、

硫
黄
島
の
歴
史
を
次
世
代
に

伝
へ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
ふ
遺
族
の
感
想
の
ほ
か
、

青
少
年
か
ら
「
壕
の
中
の
熱

を
体
験
す
る
な
ど
教
科
書
だ

け
で
は
伝
は
ら
な
い
経
験
を

す
る
こ
と
で
、
歴
史
の
風
化

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
と
い
ふ

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
解
団
式
が
お
こ

な
は
れ
、
同
財
団
の
森
田
文

憲
常
任
相
談
役
が
挨
拶
。
慰

霊
式
典
の
最
中
に
会
場
を
爽

や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
た
こ

と
に
触
れ
、
「
英
霊
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
」
と
語
り
つ
つ
、
同
事
業

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
た
。

一
昨
年
の
平
成
二
十
五
年
に
初
め
て

一
千
万
人
を
超
え
た
訪
日
外
国
人
数

は
、
昨
年
に
千
三
百
万
人
を
超
え
、
さ

ら
に
本
年
は
千
八
百
万
人
に
達
す
る
予

想
だ
と
い
ふ
。

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
や
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
」

な
ど
、
国
が
積
極
的
に
訪
日
促
進
活
動

を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
寄
与
し

て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
が
、
来
春
に
は
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
五
年
後
に
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
る
催
し
が
続

く
こ
と
か
ら
、
今
後
も
訪
日
外
国
人
数

は
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。
多
く

の
外
国
人
が
興

味
を
持
っ
て
わ

が
国
を
訪
れ
、

歴
史
や
文
化
、
民
族
性
や
風
習
に
触
れ

て
理
解
を
深
め
、
満
足
し
て
お
帰
り
い

た
だ
け
れ
ば
何
よ
り
で
あ
る
。

さ
て
、
か
う
い
っ
た
外
国
人
が
日
本

を
訪
れ
た
際
に
寄
せ
ら
れ
る
不
満
で
最

も
多
い
の
は
、
外
国
語
表
記
の
看
板
等

が
少
な
く
、
ま
た
外
国
語
を
話
せ
る
人

が
少
な
い
と
い
ふ
言
葉
の
問
題
で
あ

り
、
こ
れ
は
長
年
に
亙
っ
て
一
位
を
占

め
る
定
番
で
あ
る
。
そ
し
て
近
年
に
な

っ
て
増
え
て
ゐ
る
の
は
、
携
帯
電
話
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
無
料
で
可

能
な
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
の

遅
れ
だ
と
い
ふ
。

か
つ
て
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使

へ
な
い
場
所
が
多
い
こ
と
が
言
葉
の
壁

に
次
い
で
ゐ
た
が
、
近
年
は
こ
れ
を
逆

転
し
、
調
査
に
よ
っ
て
は
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
の
不
備
が
不
満
の
一
位
と
な
る
こ

と
も
あ
る
さ
う
だ
。
携
帯
電
話
の
機
能

な
ど
で
気
軽
に
接
続
で
き
る
我
々
は
あ

ま
り
意
識
し
な
い
が
、
旅
行
中
は
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
に
頼
る
し
か
な
い
外
国
人

に
と
っ
て
切
実
な
問
題
だ
と
い
は
れ

る
。か

う
い
っ
た
声
を
参
考
に
、
神
宮
で

も
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
始
め
る

こ
と
と
な
り
、ま
づ
は
内
宮
の
宇
治
橋
、

神
楽
殿
、
参
集
殿
付
近
で
使
用
で
き
る

や
う
準
備
を
進
め
て
ゐ
る
。
一
日
あ
た

り
の
接
続
回
数
と
接
続
時
間
に
制
限
は

あ
る
も
の
の
、
以
前
か
ら
作
成
し
て
ゐ

る
英
語
表
記
の
域
内
地
図
と
と
も
に
、

外
国
人
参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
神
宮
へ
の

理
解
を
深
め
、
満
足
し
て
帰
っ
て
い
た

だ
く
一
助
に
な
れ
ば
幸
ひ
で
あ
る
。

（
総
務
部
・
井
面
健
）

山
形
県
鶴
岡
市
・
荘
内
神

社
（
石
原
純
一
宮
司
）
の
近

く
に
建
つ
致
道
博
物
館
で
は

「
出
羽
庄
内
藩
酒
井
家
の
遺

宝
」
と
題
す
る
展
覧
会
が
九

月
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
ゐ
る
。

酒
井
家
の
初
代
は
、
徳
川

家
康
公
の
叔
父
に
あ
た
り
、

の
ち
に
「
徳
川
四
天
王
」
の

筆
頭
と
称
さ
れ
た
酒
井
忠
次

公
。
元
和
八
年（
一
六
二
二
）、

三
代
・
忠
勝
公
が
出
羽
庄
内

十
三
万
八
千
石
に
入
部
し
、

以
後
二
百
五
十
年
に
亙
り
歴

代
藩
主
に
よ
る
善
政
が
お
こ

な
は
れ
た
。
同
神
社
で
は
忠

次
公
を
は
じ
め
酒
井
家
四
柱

を
祀
っ
て
ゐ
る
。

同
展
で
は
酒
井
家
代
々
が

家
宝
と
し
て
守
っ
て
き
た
名

品
を
展
示
。国
宝
の
太
刀「
銘

真
光
附
糸
巻
太
刀
拵
」
を
は

じ
め
、
忠
次
公
所
用
の
甲
冑

「
朱
塗
黒
糸
威
二
枚
胴
具

足
」
、
忠
勝
公
時
代
伝
来
の

短
刀
「
銘
吉
光
」
、
徳
川
公

を
も
て
な
す
食
器
と
し
て
使

用
さ
れ
た
「
金
梨
子
地
桐
葵

紋
散
懸
盤
」
な
ど
数
々
の
名

品
が
展
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

常
設
展
も
含
め
、
酒
井
家

十
八
代
当
主
で
あ
る
酒
井
忠

久
館
長
が
務
め
る
同
館
で

は
、
藩
政
時
代
か
ら
の
文
化

や
教
育
・
殖
産
・
治
世
に
関

は
り
、
庄
内
の
奥
深
い
文
化

を
広
く
紹
介
し
て
ゐ
る
。

同
展
詳
細
は
次
の
通
り
。

場
所

致
道
博
物
館
（
山
形

県
鶴
岡
市
家
中
新
町
一
〇
―

一
八
）

会
期

九
月
二
十
八
日
ま
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

九
月

十
二
日
午
後
二
時
か
ら

開
館
時
間

午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
（
入
館
は
四
時
三

十
分
）
ま
で

入
館
料

一
般
七
百
円
、
学

生
三
百
八
十
円
、
小
・
中
学

生
二
百
八
十
円

問
合
せ

公
益
財
団
法
人
致

道
博
物
館
（
�
〇
二
三
五
―

二
二
―
一
一
九
九
）
ま
で

投
稿
さ
れ
る
方
へ

▽
意
見
、
提
言
並
び
に
記

事
・
掲
載
論
文
へ
の
感
想

な
ど
は
「
言
霊
」
欄
へ
。

字
数
は
四
百
字
以
内
で
。

▽
そ
の
他
の
随
想
投
稿
は

八
百
字
以
内
。

▽「
和
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

の
投
稿
は
三
首
・
三
句
以

内
で
。
イ
ラ
ス
ト
や
漫
画

な
ど
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
本
紙

「
投
稿
係
」
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル

で
の
受
付
も
い
た
し
ま
す

（shim
po

@
jinja.co.

jp
）
。
掲
載
分
に
は
薄
謝

を
お
送
り
し
ま
す
。

▽
原
稿
は
趣
旨
を
変
へ
な

い
範
囲
で
編
輯
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
不
掲
載
の
連
絡
、
原

稿
の
返
却
は
い
た
し
か
ね

ま
す
。

硫
黄
島
で
慰
霊
式
典
や
戦
跡
巡
り

日
本
文
化
興
隆
財
団
・
日
本
青
年
会
議
所
関
東
地
区
協
議
会

戦
争
の
体
験
を
語
る
秋
草
氏
㊤
、
訪
島
後
の
意
見
交
換
会
㊦

������（６）

一
般
財
団
法
人
日
本
文
化
興
隆
財
団
（
田
中
恆
清

理
事
長
）
と
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
関
東

地
区
協
議
会
（
佐
藤
友
彦
会
長
）
が
主
催
す
る
「
硫

黄
島
訪
島
事
業
」
が
八
月
二
十
五
・
二
十
六
の
両
日

に
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
遺
族
や
青
少
年
な
ど
五
十

五
人
が
大
東
亜
戦
争
の
激
戦
地
と
な
っ
た
東
京
・
小

笠
原
村
の
硫
黄
島
を
訪
れ
、
慰
霊
式
典
や
研
修
を
お

こ
な
っ
た
。

慰
霊
碑
に
水
を
か
け
る
遺
族

慰
霊
式
典
後
、
戦
跡
巡
り
研
修

訪
島
前
日
に
は
勉
強
会
を
開
催

展
覧
会

「
出
羽
庄
内
藩
酒
井
家
の
遺
宝
」

致
道
博
物
館

�
鉢
山
か
ら
望
む
、
米
軍
が
上
陸
し
た
南
海
岸

海
軍
医
務
科
壕
の
内
部

外国人旅行者へのおもてなし

（第三種郵便物認可）平成２７年９月７日
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